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快適な客室環境に欠かせない 
安定したインターネット環境
コンフォートホテルでは「翌朝　あなた
が輝くホテルへ」をブランドコンセプト
に、ビジネス客や観光客に快適な滞在を
提案。寝具メーカーと共同開発したオリ
ジナル枕を用意し、快適な睡眠を提供し
ていることもその一つだ。また、CHIが
推進する全館禁煙の取り組みを受けて、
「国内のコンフォートホテルでも禁煙化
を進めるなど、当ホテルを選んでくださ
るお客様が増えることを期待していま
す」と、コンフォートホテルの運営に携
わるチョイスホテルズジャパンの堀江宏
氏は話す。

ビジネス客や訪日外国人観光客などに
とって快適な客室の環境と共に、快適に
通信できるインターネット接続環境も宿
泊先を選ぶポイントになる。コンフォー
トホテルでは10年以上前から客室の
Wi-Fi環境を整備してきた。公衆無線
LAN向け機能に対応した家庭用無線AP
を使っていたが、様々な問題が発生して
いたという。その一つが無線LAN環境
の変化である。以前はWi-Fiを導入する
企業や家庭はそう多くはなかったが、近
年は無線LAN機器の性能向上などを背
景にホテル周辺でもWi-Fiを導入する建
物が増えてきた。

その結果、近隣の無線APから発生す
る無線電波（外来波）の影響でホテルの
Wi-Fiが電波干渉を起こし、通信が遮断
されることもあったという。

また、無線APが高負荷に耐えられず機能
停止することが多く、「お客様からはWi-Fi
が使えない、通信が途切れたので見てほ
しいといった問い合わせがフロントに寄

約50カ所のホテルに次世代型高速無線LANを導入し
快適なWi-Fi環境を実現

せられ、スタッフはその対応に追われる
こともありました」と堀江氏は振り返る。
ホテルには情報システム担当者がいない
ため、フロントのスタッフが問題の無線
APが設置されたフロアまで足を運んで
機器をリセットするなど対処していた。

コンフォートホテルでは各フロアの廊下
に複数台の無線APを設置し、客室での
インターネット接続をカバーしてきた。
従来の無線APは電波干渉の影響を避け
るため1フロアに設置できるAPの台数
は2～4台が限度だった。ホテル建物の
レイアウトによっては無線電波が届きに
くく、インターネット接続が難しい部屋
ができてしまうこともあったという。

インターネット接続が不安定、というサー
ビス品質低下の懸念に加え、「全国各地の
ホテルで同様の問題を抱えており、フロン
ト業務にも影響が出ていたため、Wi-Fi環境
を刷新することになったのです」（堀江氏）。

容易な設定や電波干渉の影響を 
受けにくいシングルチャネル
Wi-Fi環境の刷新にあたり、いくつかの
無線LAN製品を比較・検討していた。主
な要件は、複数チャネルの利用による電
波干渉を避けることや、外来波の影響
を受けにくくすることにより、安定した
Wi-Fi環境を宿泊客に提供することであ
る。そこで、一つのチャネルで電波設計
が可能なシングルチャネル方式を採用す
る無線APの導入を検討した結果、フォー
ティネットのワイヤレスソリューション
を採用。「シングルチャネルデプロイメン
トなどの機能が当ホテルの要件に合致し
ていることに加え、豊富な導入実績とき
め細かなサポート体制を評価しました」

ビジネスや観光で宿泊ホテルを選択する際、快適な施設やサービスはもちろん、インターネット接続環境も重
要なポイントになる。国内に約50店舗を展開するコンフォートホテルでは宿泊客向けのWi-Fi環境を刷新する
ため、フォーティネットのワイヤレスソリューションを導入した。合計で約2,000台の無線アクセスポイン
ト（AP）を設置する国内最大級のワイヤレスネットワークを構築。APの設置が容易で、近隣からの電波の影
響を受けにくくするシングルチャネルデプロイメントなどの機能に加え、豊富な導入実績ときめ細かなサポー
ト体制が評価された。

導入・構築のポイント 
（1）�シングルチャネルデプロイメントで�

電波干渉の影響を解消

（2）�無線APの集中管理により安定した
Wi-Fi環境を実現

（3）�ホテルのレイアウトや利用状況に対応�
しつつ、スムーズなシステム移行
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と堀江氏は採用理由を話す。そして、テ
スト導入を経て、2015年から全国のコ
ンフォートホテルに順次導入を開始した。

コンフォートホテルが新たに採用したワ
イヤレスソリューションは、フォーティ
ネットの無線コントローラ「MCシリー
ズ」と無線AP「APシリーズ」で構成さ
れ、容易な導入と安定した無線通信が特
徴だ。コンフォートホテルでは客室数な
どホテルの規模に応じ、無線コントロー
ラ「MC3200」（最大AP収容数は200）
または「MC1550」（同50）を導入する
と共に、無線AP「AP-1010i/1010e」
を設置。無線APの台数はコンフォート
ホテル全体で約2,000台に及び、国内
では屈指の規模になる。

既存のWi-Fi環境に問題を抱えるホテル�
から順次、入れ替えを開始し、2016年
12月現在でほぼ全ホテルで設置を完了
している。その導入効果について、堀江
氏は「シングルチャネルデプロイメント
などにより、柔軟に無線APを設置でき
ることから安定したWi-Fi環境が実現し、
インターネット接続に関してお客様から
のクレームはほとんどなくなりました」
と評価する。シングルチャネルデプロイ
メントは、隣接するAP、クライアント
を把握して通信を制御することができ
る。従来、電波干渉を避けるため各フロ
アに設置する無線APの台数を抑えたこ
とから、電波の届きにくい客室もあった
が、シングルチャネルデプロイメントに
より、「各フロアに3～7台の無線APを
設置することで全客室をカバーできるよ
うになりました｣（堀江氏）。また、無線
APの電波を最大出力にすることで外来
波の影響を受けにくくするなど、ホテル
周囲の環境に応じたWi-Fi構築を可能に
している。

そして、従来と同様に複数チャネルの設
定も可能なため、ホテルごとの状況に応
じた使い方ができる。例えば、ストリー

ミングなどの広帯域アプリケーションを
利用する観光客の多いホテルでは、シン
グルチャネルのほか、フロアごとにチャ
ネルを分けて設定するなど柔軟性の高い
Wi-Fi構築が可能だ。

無線APの集中管理と 
スムーズなシステム移行

シングルチャネルデプロイメントによ
り、無線APの設置場所や電波設定を決
めるためのサイトサーベイの手間もかか
らず、容易に設置できる利点もある。「無
線APの設置と調整作業に1箇所のホテ
ルあたり2～3日程度と非常に短期間に
工事できるので、ホテルを通常営業しな
がら、スムーズにシステム移行できまし
た」（堀江氏）。

さらに、最適な無線APを選んで接続す
るバーチャルセル機能を組み合わせ、客
室からの電波の｢死角｣をなくすほか、ク
ライアント端末ごとに通信時間を均等に
割り当てるエアタイムフェアネス機能に
より、安定したWi-Fi環境を実現している。

各ホテルでは無線コントローラ ｢MCシ
リーズ｣ の導入により、無線APの集中
管理を可能にした。外部のITベンダー
にWi-Fiの運用管理を任せることによ
り、「リモートから無線APの稼働状況
を確認できるほか、必要に応じてAPの
設定変更なども可能になります」と堀江
氏は期待する。また、万が一、Wi-Fi環
境が不安定になった場合でも、フロント
スタッフが対応に手を取られることもな
くなった。

そして、ホテル内のWi-Fi環境が刷新さ
れたことにより、Wi-Fiの業務利用も視
野に入れる。例えば、清掃スタッフが
タブレット端末を利用して客室の状況
を確認するなど、業務の効率化に役立
つという。

Wi-Fi環境の有無を確認した上で、宿泊ホ
テルを決めるビジネス客や観光客も少な
くない。フォーティネットのワイヤレス
ソリューションにより、快適なWi-Fi環境
を整備し、競争力を強化するコンフォー�
トホテルの取り組みが注目される。


